
 
 

 
 
 
 

11 月 3 日 (火・祝 )に、本校を卒業し難関大学へと進学した先輩方に講師としてお越しいただき、
難関大学で学ぶ魅力や大学生活についてプレゼンテーションをしていただきました。先輩の皆さん
は大学生活のことや、今高校生に伝えたいことをきらきらした眼差しで語って下さいました。1 年
生の皆さんには文理選択に役立っただけではなく、もっと先の大学入学後の姿を描くことにも繋が
ったのではないでしょうか。また、メッセージを伝えるプレゼンのつくり方を学ぶ機会にもなった
はずです。放課後には、卒業生を囲んで座談会が行われました。アットホームな雰囲気の中、参加
者が絶えず熱心に質問をしている姿が大変印象的でした。  
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難関大学生と語る会を開催しました! 

小さな小さなことに積極的に取
り組んでいけたら、もっとよい世
界になっていけるだろうな、と思
いました。私たちの考えたことが
実行されたら、もっとおもしろく
なっていくだろうな、と思いま
す。  

 今、自分はとりあえず暗記のような勉
強をしているような気がします。それは、
きっと大学では通じないだろうと感じま
した。自分で考える勉強・疑う勉強を心
がけて、自分からいろいろな体験をして
いこうと思いました。 

 今まで、医学部進学セミナーや他の講義で、様々な人の

話を聞いてきたけど、英語が好きで、医学部に行きたいと

考えていた点で、私ととても似ていて、私の知りたかった

医学での英語の必要性を聞けて、今までの中で、一番ため

になったと感じました。 

 自分の好きなことを学ぶ楽しさがとても

伝わってきました。どんな日々を送っている

か聞いて、時間の管理を今のうちから徹底し

たいと思いました。限られた時間を上手く使

って後悔のない高校生活にしたいです。 

 難関大生というと、高校時代は部活などもあ

まりしなくて毎日勉強しているような、自分と

は次元の違う人たちなのかなと思っていたが、

今日のお話を聞いて、別に難関大に受かったか

らといって皆さんが自分と違う環境であった

訳ではなく、毎日しっかりと目標や「これだけ

はやる」といった信念を持ってこつこつ成績を

上げていたんだなと思った。 

 やはり、自由な大学の校風の中では、
より主体が自分であるという認識が大き
いらしく、主体が自分である、という教
えには大きく共感できました。今、やる
べきことは、より自分について問い、自
分を理解し、受験生になったときに迷わ
ず自分の道を目指せるようになることで
あると実感しました。 

 どの先輩も「思い出に残っている高校生活」と言われて

違うことを言っていたのが印象的でした。それは一つ一つ

の行事がとても充実していたということだと思います。２

年半ある高校生活を楽しみたいと思いました。 

一聞いたら十返って
くる !!濃密な大学生
活を送っている先輩
方だなぁ…  



 

 

 
「グローバル社会で活躍するためには～鳥かごから飛び立ちなさい～」と題し

て、10 月 23 日 (金 )京都大学大学院総合生存学館の河合江里子教授と佐伯直樹氏
にお越しいただき、特別講義をしていただきました。河合教授には自らの海外経
験を基に、今高校生に必要な英語のトレーニングや授業での姿勢についてお話し
していただきました。また、佐伯さんには大学院生という立場から、海を越えて
自国を見直す事の大切さをお話いただきました。将来海外へ出てみたいと思って
いた生徒もそうでない生徒も、留学して世界を見ることに興味がわいたのではな
いのでしょうか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＧ思考基礎特別講義：グローバル社会で活躍するためには？ 

12・１月のＳＧＨ関連の予定 

1２月５日(土) 土曜ＥＸ  
グローバルイングリッシュ：「Discussion Test ~外国人との文化交流~」  

  

 金沢大学の留学生を始めとした外国人ゲストと、出身地の食事・イベント・観光地・文化など他国の
文化やコミュニティー事情についてディスカッションを行います。未知の世界を知るチャンス･･･!! 

１２月１２日（土） 
グローバルリーダー養成講座：「模擬国連チャレンジプロジェクト」 
 

 全日本模擬国連を知っていますか？各国大使になりきって、グローバル課題について議
論・交渉を行うこの大会には、毎年高い志を持ったハイトップの高校生達が集まります。
この大会への出場を目指しながら、グローバルリーダーに必要な資質や能力を磨くプログ
ラムです。大学生とともに楽しみながらも真剣で白熱した議論で切磋琢磨するチャンスで
す。 

*講義メモ* 
□英語は単語を例文で覚えること、英英辞典を使うこととい
ったスキルも大切。更に、反復練習を厭わないこと、音楽
や映画で楽しみながら勉強することも大切。 

□英語で話す力をつけるには、外国人の友人を持ち、文法の
間違いを気にせず積極的に話すこと、日本語でのコミュニ
ケーション能力を高めることが重要。 

□海外での心構え 
 *多様な価値観を認め、正解主義から解き放たれること。 

*失敗を勉強だと思い、恐れずに挑戦すること。 
*自己主張を大切にすること。 

□これからの学校生活で取り組むべきこと 
 *英語の基礎をマスターし、積極的に海外に渡る経験をす
る。 
*幅広く勉強し、インターンシップや課外活動に参加する。 
全てにおいて積極的に取り組むことが大切!! 

 失敗の重要性についても、お
もしろいと思った。安定思考が
はびこっているが、それはリス
クを恐れて自分のしたいことの
できなくなる考え方だと思う。
その思考を変えるために、海外
経験をつむことは良いのだなと
思った。 

 僕は、アメリカが世界の中心
にあり、文化や思考は基準がそ
こにあると思っていた。でもそ
うではなく、それぞれの国や地
域に常識が別々に存在している
という事実に感銘を受けた。確
かにそう考えなければ、それぞ
れの地域の文化、習慣の尊重、
多様化した価値観を認めること
はできないと思う。 

 河合先生が、色々な国へ行っ
て、色々な国の人とコミュニケ
ーションを取ったという話を聞
いて、とても憧れを抱きました。
でもこれは、英語力があっての
ことなので、積極的にアウトプ
ットして、英語力を身につけた
いです。 


